
̶̶̶　ささだ浩道政だより　̶̶̶第　33　号 2025年　1　月　1　日⑴

　

昨
年
は
衆
議
院
選
挙
で
北
海
道
す
べ
て
の
選
挙
区
に
立

憲
民
主
党
国
会
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
私
も
道
連
幹
事

長
と
し
て
各
総
支
部
の
議
席
獲
得
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
道
南
８
区
も
逢
坂
誠
二
代
議
士
の
６
期
目
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
も
連
携
し
て
道
南
渡
島
の
地

域
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

謹
賀
新
年

　

第
４
回
定
例
道
議
会
に
お
け
る
重
要
案
件
の
一

つ
で
あ
る
「
北
海
道
宿
泊
税
条
例
案
」
は
、
総
務

委
員
会
に
お
け
る
自
民
会
派
の
条
例
案
修
正
動
議

を
経
て
、
最
終
日
で
あ
る
12
月
12
日
、
可
決
・
成

立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
本
定
例
会
の
代
表
格
質
問
を
は
じ
め
、

予
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
各
部
審
査
及
び
知
事

総
括
質
疑
に
お
い
て
、
本
件
に
関
す
る
疑
念
や
不

明
な
部
分
に
つ
い
て
知
事
及
び
道
の
対
応
を
追
及

し
て
き
ま
し
た
が
、
議
論
は
深
ま
ら
ず
不
明
点
の

解
明
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
務
委
員

会
で
の
「
条
例
案
を
撤
回
し
、
修
正
の
上
、
再
提

出
を
求
め
る
動
議
」、
本
会
議
で
も
課
題
や
懸
念
を

先
送
り
に
し
た
条
例
成
立
は
極
め
て
問

題
で
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
指
摘
し
て
き

ま
し
た
。

　

倶
知
安
町
と
の
合
意
一
つ
取
っ
て
も
、

納
得
い
く
よ
う
な
丁
寧
な
説
明
も
な
い

な
か
で
、
何
が
何
で
も
条
例
成
立
に
固

執
す
る
知
事
の
不
誠
実
な
姿
勢
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
先
送
り

し
て
き
た
運
用
面
な
ど
を
含
む
様
々
な

問
題
は
、
積
み
残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

今
後
も
紆
余
曲
折
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

条
例
制
定
に
よ
る
効
果
が
、
遍
く
道
民

に
享
受
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
知

事
へ
の
追
及
の
手
を
緩
め
ず
、
議
会
議

論
に
臨
む
こ
と
と
し
ま
す
。

第
４
回
定
例
道
議
会

　
　

北
海
道
議
会
議
員
　
　
　
　
　
　

笹
　
田
　
　
浩　














































ー宿泊税に関する倶知安町と道との合意についてー
協議経過について

合意内容について

◯道が段階的定額制による宿泊税の導入を検討する一方、先行して定率制で宿泊税を
導入している倶知安町との間で、２つの異なる方式で税を徴収することになる町内
の事業者の方々の負担軽減が大きな課題となっていた。
◯町は、「町内においては道税を定率制とする税制度」の実現を求め、道は町とともに、
その可能性を検討してきたが、段階的に定額制を前提とすると、制度設計上の課題
を解消することができず、ご要望に応える制度の構築には至らなかった。
◯こうした中、負担軽減策に加え、さまざまな方策について協議を継続した結果、制
度面の歩み寄りを行なうことが重要との認識に至り、12月10日、双方の制度を見直
すことを基本とすることについて、最終合意に至った。

①町内は、定率制を基本としながら、両者が納得できる制度の方向性を協議し、今後、
双方の制度を修正していくこと。
②その具体的な内容として、道宿泊税の税収に相当する額を道に交付する場合は、道
税を倶知安町内には課税しないことを基本とすること。
③今回の案で、国の同意が得られなかった場合には、元の道案、即ち、段階的定額制
に戻ること。



̶̶̶　ささだ浩道政だより　̶̶̶ 第　33　号2025年　1　月　1　日 ⑵

陸
佐
）
司
令
か
ら
式
辞
で
始
ま
り
、
観
覧

行
進
、
戦
闘
訓
練
展
示
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

も
参
加
し
て
の
行
事
で
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
商
工
連
盟
50
周
年

　

9
月
18
日
㈬
北
海
道
商
工
連
盟
創
立
50

周
年
祝
賀
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
商
工
連
盟

は
、
中
小
企
業
に
と
っ

て
有
利
な
諸
制
度
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
中

小
企
業
者
が
苦
し
め
ら

れ
て
い
る
現
在
の
政

治
、
経
済
の
仕
組
み
を

か
え
て
、
中
小
企
業
の

経
営
者
と
従
業
員
の
生

活
を
守
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

自
治
労
北
海
道
本
部
定
期
大
会

　

9
月
24
日
㈫
自
治
労
北
海
道
本
部
（
佐

藤
環
執
行
委
員
長
）
の
第
67
回
定
期
大
会

に
参
加
し
立
憲
民
主
党
北
海
道
を
代
表
し

て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

自
治
労
定
期
大
会
に
あ
わ
せ
て
、
町
村

の
職
員
組
合
で
結
成
し
て
い
る
町
村
等
連

絡
協
議
会
の
総

会
や
消
防
職
員

で
組
織
さ
れ
て

い
る
消
防
協
議

会
な
ど
の
会
議

に
も
出
席
し
て

い
ま
す
。

⑵

街
頭
演
説

　

7
月
27
日
㈯

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
キ
ャ
ラ

バ
ン
が
千
歳

市
、苫
小
牧
市
、

室
蘭
市
を
め
ぐ

り
今
日
、
長
万

部
町
に
入
り
ま

し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
戦
没
者
追
悼
式

　

7
月
31
日
㈬
北
海
道
戦
没
者
追
悼
式
が

真
駒
内
公
園
屋
内
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
道
市
町

村
か
ら
多
数

の
ご
遺
族
が

参
列
し
各
町

の
代
表
が
献

花
さ
れ
ま
し

た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

陸
上
自
衛
隊
函
館
駐
屯
地
周
年
行
事

　

8
月
25
日
㈰
第
28
普

通
科
連
隊
創
立
62
周
年

函
館
駐
屯
地
開
庁
74
周

年
創
立
記
念
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

絶
好
の
天
候
の
な

か
、
廣
山
俊
一
（
１
等

　
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
だ
ブ
ロ
グ

は
日
々
の
活
動
状
況
を
笹
田
自
身
が
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
更
に

詳
細
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
」
で
笹
田
へ
の
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
→　

http://sasada-hiroshi.com

 

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ　
か
ら
・
・
・
・
・
・

　

第
3
回
定
例
道
議
会
で
私
は
代
表
質
問

に
立
ち
、
知
事
の
政
治
姿
勢
、
行
財
政
運

営
、
防
災
・
減
災
、
医
療
・
福
祉
課
題
、

経
済
と
雇
用
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

観
光
政
策
、
交
通
・
物
流
政
策
、
環
境
・

文
化
政
策
、
第
１
次
産
業
の
振
興
、
人
権

等
施
策
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
等
、

教
育
課
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
北
海
道
水
産
業
・
漁
村
振
興

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
制
定

し
北
海
道
の
豊
か
な
海
づ
く
り
を
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
北
海
道
の
豊

か
な
海
を
守
り
育
て
、
次
世
代
に
継
承
す

る
取
組
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
も
の

で
す
。

　
第
3
回
、
第
4
回
定
例
会
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
採
択
等

（
◎
は
政
審
・
会
派
発
議
、
○
は
委
員
会

発
議
）

第
3
回

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
接
見
交
通
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

◎
ロ
シ
ア
機
に
よ
る
領
空
侵
犯
に
関
す
る

意
見
書

◯
気
候
変
動
に
対
応
し
た
石
炭
の
高
度
利

用
と
産
炭
地
域
振
興
に
関
す
る
意
見
書

◯
「
予
防
の
た
め
の
こ
ど
も
の
死
亡
検
証

（Child D
eath Review

）」
に
関
す

る
意
見
書

第
4
回

◎
台
湾
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
（
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
へ
の
参
加
を
積
極
的
に

支
援
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

◎
ヒ
グ
マ
捕
獲
体
制
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書

◯
国
立
・
公
立
・
公
的
医
療
機
関
の
機
能

強
化
を
求
め
る
意
見
書

◯
私
立
専
修
学
校
等
に
お
け
る
専
門
職
業

人
材
の
育
成
機
能
の
強
化
等
を
求
め
る

意
見
書

第
３
回
定
例
道
議
会
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熊
石
産
業
ま
つ
り

　

10
月
12
日
㈯
八

雲
町
熊
石
地
域
で

第
29
回
産
業
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
外
か
ら
も
秋

の
味
覚
を
味
わ
お

う
と
た
く
さ
ん
お

越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

森
町
食
キ
ン
グ
市

　

11
月
3
日
㈰
森
町
で
開
催
の
食
キ
ン
グ

市
に
参
加
し
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

逢
坂
代
議
士
と
共
に
出
店
者
や
来
場
者

と
今
年
最
後
の
食
キ
ン
グ
市
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
か
め
し
販
売

ブ
ー
ス
は
長
蛇
の

列
と
な
っ
て
い
て

残
念
な
が
ら
購
入

は
断
念
し
ま
し
た

が
、
来
年
も
楽
し

み
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

民
主
議
員
ネ
ッ
ト

　

11
月
5
日
㈫
は
道
内
自
治
体
議
員
に
よ

る
民
主
議
員
ネ
ッ
ト
・
北
海
道
の
定
期
総

会
と
秋
の
政
策
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
研
修
会
1
日
目
は
元
北
海
道
コ
ロ
ナ

対
策
監
で
、
現
在
は
内
閣
官
房
全
世
代
型

社
会
保
障
構
築
本
部
事
務
局
参
事
官
の
原

田
朋
弘
さ
ん
か
ら
、『
こ
ど
も
未
来
戦
略
』

と
全
世
代
型
社
会
保
障
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
2
日
目
は
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
予
防
に
向
け
て
〜
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
」
と
題
し
て
弁
護
士

の
金
子
春
菜
先
生
に
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
終
了
後
の
懇
親
会
で
あ
い
さ

つ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

各
種
要
請

　

木
古
内
警
察
署
に
関
す
る
木
古
内
町
長

さ
ん
、
議
長
さ
ん
か
ら
の
協
力
要
請
、
国

立
病
院
の
機
能
充
実
を
求
め
る
要
請
、
文

化
財
関
連
施
設
整
備
費
の
確
保
を
求
め
る

要
請
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
り
ま
し
た
。

　

木
古
内
警
察
署

再
編
整
備
計
画
へ

の
木
古
内
町
と
し

て
の
要
望
に
鈴
木

町
長
さ
ん
、
又
地

議
長
さ
ん
か
ら
要

請
を
受
け
ま
し

た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ゆ
た
か
な
教
育
の
実
現
へ

　

11
月
20
日
㈬
21
日
㈭
の
2
日
間
で
渡
島

管
内
の
市
・
町
を
訪
問
し
首
長
さ
ん
、
教

育
長
さ
ん
に
子
ど
も
の
「
貧
困
」「
教
育

格
差
」
是
正
と
「
超
勤
・
多
忙
化
」
解
消

を
求
め
、
ゆ
た
か
な
教
育
の
実
現
を
め
ざ

す
要
請
書
を
持
参
し
て
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
は
毎
年
実

施
し
て
お

り
、
子
ど
も

と
教
員
を
取

り
巻
く
環
境

の
変
化
が
著

し
い
今
日

は
、
大
変
重

要
な
取
り
組

み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

休
息
と
健
康
に
つ
い
て

　

12
月
11
日
㈬
会
派
で
レ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
後
藤
エ
デ
ン
さ
ん
を
お
招

き
し
て
休
息
と
健
康
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
と
は
個
々
に
合
っ
た

休
息
に
つ
い

て
考
え
見
直

す
こ
と
で
、

こ
の
こ
と
を

世
に
広
げ
る

べ
く
後
藤
さ

ん
は
日
々
活

動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

人
口
減
少
対
策

　

12
月
12
日
㈭
会
派
で
北
海
道
大
学
公
共

政
策
大
学
院
山
崎
幹
根
先
生
を
お
招
き
し

て
「
人
口
減
少
時
代
の
地
方
自
治
の
現
状

と
課
題
」
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
北
海
道
開
発
協
会
に
よ

る
「
人
口
減
少
時
代
の
地
域
政
策
に
関
す

る
調
査
研
究
」
の
調
査
の
概
要
か
ら
職
員

確
保
、
専
門
職

員
の
現
状
、
Ｄ

Ｘ
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
対
応
、
広

域
連
携
な
ど
地

方
自
治
体
に
よ

る
人
口
減
少
問

題
へ
の
対
応
に

つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し

た
。

⑶
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これまでの主な活動記録
8 月 4 日　連合北海道との意見交換
8月 6日　会派カスタマーハラスメント勉強会（札幌市）

農政委員会
8月 7日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会

北海道森林・林業活性化促進議連定期総会
（札幌市）

8月 8日　地域訪問（知内町）
8月13日　八雲町万霊塔・アイヌ鎮魂碑・合葬墓慰霊祭

（八雲町）
8月14日　根崎神社例大祭（八雲町熊石）
8月15日　八雲町戦没者追悼式並びに平和記念式（八雲町）

きこない咸臨丸まつり（木古内町）
8月17日　第43回しかべ海と温泉のまつり・花火大会

（鹿部町）
8月19日　地域訪問（森町）
8月20日　地域訪問（長万部町）
8月22日　北海道農民連盟協議（札幌市）
8月23日　地域訪問（七飯町）
8月24日　日本郵政グループ労組函館北東支部大会（函館市）
8月25日　陸上自衛隊第28普通科連隊創立62周年記念式典

（函館市）
8月26日　第 3回定例道議会ヒアリング

北海道シルバー人材センター連合会要請行動
（札幌市）

第 3回定例道議会代表質問打合せ
8月29日　市民の風との意見交換（札幌市）

八雲町民ドッグ検診スタッフ歓迎会（八雲町）
8月31日～ 9月 1日　木彫り熊100周年記念くまさんの日トー

クイベント（八雲町）
9月 1日　楽市楽座もりまち食KING市（森町）
9月 3日　第 3回定例道議会補正予算会派説明

連合北海道との政審の政策協議
農政委員会
自治労道議員団会議（札幌市）

9月 4日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会
9月 5日　都市計画審議会（札幌市）
9月 7日　シンフォニーまつり（八雲町）
9月 8日　第19回ふれあいひろば（八雲町）

自治労八雲町職労退職者会（札幌市）
9月 9日　会派カーボンニュートラル勉強会（札幌市）

前日委員会
9月10日　第 3回定例道議会開会（10月 4 日まで）
9月13日　第 3回定例道議会代表質問
9月15日　アイアンマンジャパンみなみ北海道大会

（北斗市・木古内町）
森町さわらふるさとまつり（森町）

9月18日　北海道商工連盟設立50周年記念祝賀会（札幌市）
9月20日　連合北海道との意見交換
9月21日　第76回大沼地区少年野球大会（七飯町）
9月22日　自治労北海道本部町村連絡会議定期総会（札幌市）
9月24日　自治労北海道本部定期大会（札幌市）
9月26日　核ゴミ学習会（札幌市）

9月28日　北海道手をつなぐ育成会全道大会函館大会開会式
（函館市）

10月 1 日　会派役員会（札幌市）
連合北海道との政審の政策協議（札幌市）
北海道農民連盟協議（札幌市）

10月 2 日　自治労議員団との意見交換（札幌市）
10月 3 日　終日委員会

会派政策懇談会（札幌市）
10月 4 日　会派ダイバーシティ学習会（札幌市）

第３回定例道議会閉会
10月 9 日　自治労北海道本部執行委員長意見交換（札幌市）

市民の風との意見交換（札幌市）
10月10日　地方紙インタビュー
10月11日　市民ネットワーク北海道意見交換会（札幌市）
10月12日　第29回熊石産業まつり（八雲町熊石）

大泉潤市政報告会（函館市）
10月29日　日本郵政グループ労組函館支部退職者の会定期総

会（函館市）
10月31日　都市計画審議会（札幌市）

記者懇談会
11月 3 日　楽市楽座もりまち食KING市（森町）
11月 4 日　民主議員ネット研修会（札幌市）
11月 6 日　ラインワークス説明会（札幌市）

農政委員会「新米試食会」
自治労道議員団会議（札幌市）

11月 7 日　木古内町要望活動道議会訪問
新幹線・総合交通体系対策特別委員会
国立病院の充実要請活動

11月 9 日　自治労道南地方本部第8回定期大会（函館市）
11月20日　ゆたかな教育をもとめる全道キャラバン行動（北

斗市・木古内町・知内町・福島町・松前町）
11月21日　ゆたかな教育をもとめる全道キャラバン行動（七

飯町・鹿部町・森町・八雲町・長万部町）
11月23日　八雲町職労退職者会定期総会（八雲町）
11月24日　連合北海道渡島地域協議会・函館地区連合定期総

会（函館市）
11月25日　会派学習会「ラピダスと労働環境」（札幌市）

前日委員会
11月26日　第 4回定例道議会開会（12月12日まで）

自治労北海道本部政治フォーラム定期総会
（札幌市）

12月10日　自治労道議員団会議（札幌市）
12月11日　会派休息と健康学習会（札幌市）
12月12日　会派人口減少学習会（札幌市）

第 4回定例道議会閉会
12月13日　自治労八雲町職労青年女性部「クリスマスパー

ティー」（八雲町）
12月18日　宿泊税レク（札幌市）
12月21日　自治労道南地方本部青年部定期総会（北斗市）
12月23日　市民の風との意見交換（札幌市）
12月26日　八雲地区連合定期総会（八雲町）


